
ヨーロッパ戦争の終結

1942年にはヨーロッパで連合国軍が反撃を開始、
1943年にはイタリアが降伏、1945年にはソ連軍に
追い詰められたドイツはヒトラーが自殺し降伏。
ヨーロッパの戦争が終結した



ヤルタ会談

1945年2月アメリカ・イギリス・ソ連のリーダーはソ連のヤルタ
に集まりヤルタ会談を開く、ドイツを戦後どのような処分にす
るかなどを決めた。さらにドイツとの戦争が終わったときソ連
が日本との戦争に参戦し千島列島と南樺太を領有すること秘密
に約束され、ヤルタ協定が結ばれた



ポツダム宣言

1945年7月、アメリカ・イギリス・ソ連の3か国のリーダー
はドイツのポツダムに再び集まりポツダム会談が開かれた。

このとき、日本の無条件降伏をうながすポツダム宣言
がまとめられ、日ソ中立条約を結んでいたソ連を外して、
アメリカ・イギリス・中国の名前で発表した。



2度の原爆投下
ポツダム宣言で無条件降伏をつきつけられた日本
は宣言を無視して戦争を続行

ソ連よりも先に原爆を落とし、国の強さを示して戦後の世界
で社会主義のソ連よりも優位に立とうとしたアメリカは
1945年8月6日に広島に原子爆弾を投下、8月9日に長崎に原
子爆弾を投下した。のべ20万人以上の人々が死亡した

日ソ中立条約を結んでいた日本はソ連からの援軍
を信じてそれでも戦争を続行した



ソ連の対日参戦と終戦

ソ連は、長崎に原爆が投下された8月9日以降に日ソ中立条約を破棄し、
ヤルタ協定に基づいて満州や南樺太、千島列島を攻撃

約60万人の日本兵が捕虜としてシベリアに抑留され、強制労働させられた。ソ連の援軍どころか最後の
希望であったソ連にまで裏切られ攻撃された日本は1945年8月1４日、ついにポツダム宣言を受け入れ
翌、15日昭和天皇はラジオ放送によって日本の降伏を国民に伝え、終戦をむかえた


